
その中で、やはりキリンといえばサッカーということで、香川選手が写っていますけども、被災地３県で１,

３００校ある小学校の６４０校でサッカー教室をやっていまして、約１万人の方がやっているということで、大

変評判のいい活動をしています。

これを見て、私は実際、この転職というか、第２の人生を歩むに当たり、この２つをしっかり受けとめながら

進めました。

第一はやはり、将来は子供しかないなというところ。スポーツですね。子供の笑顔とスポーツ。そして、やっぱ

り地域社会のということでは、被災地を目の当たりにしたおかげで、これは絶対、キリンビールがシェア何％だ、

アサヒビールが何％、サントリーさんが何％、こんなことをやっている場合じゃないな、と言ったら社長に怒られ

ますけれども、そういう中で、しっかり思いが出てきたと。

そして、今、大学にいます。CCRCという、こういう地方創生の中の大事なポジションがあるんですけど、そうい

う中で、この地方大学というのがかなり大きな位置づけがあるということです。この辺は松田さんにお任せする場

面です。

●子供の笑顔とスポーツ

●CCRC － 地方大学という重要な役割
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そして、ここ、ちょっと簡単に私のきっかけという、年齢ごとの部分を見ていただければと思います。とにか

く早慶戦に出たいという夢がありまして、慶應中等部に合格、これも裏口入学じゃないかと兄貴２人が言ってい

たものですので、常に裏口しか道がないのかなと思いながら、それでキリンビールに入ったのはいいのですが、

田舎への憧れというのはこの辺からふつふつと来まして、大阪では結構勤務はきつかったんですけれども、岡山

の女性と結婚して、その女性がよかったわけじゃなくて、というとまた怒られますね、という中、何かふるさと

が欲しいなと思ったんですよね。

やっぱり東京人で、下町で生まれていますけど、何か田舎が大好きだなと常々思っていまして、その中で何と

取手工場に行った後に、憧れの九州、やっぱり九州は１つの、文化が入ってきたのも初めかなというような歴史

文化がありますので、そこへの憧れがございまして、長崎に行って、そしてやっぱりあまり好きじゃなかった東

京本社の勤務が、またまた九州長崎への憧れというところにつながりました。

そこで、ここが一番ポイントかと思います。要は、会社を辞めて何をしたいかなというのを５０歳のとき、４

７歳ですか、母親が入院したときに、あまりに暇なので履歴書を書き始めました。という中で、ここで志、先ほ

ど臼井さんからもあった志というのはすごく大事だなと思って、ここで決めたのが、スポーツを通じて将来を担

う子供たちへのお手伝いということで、ここで心を決めながら、先ほど申し上げました福岡にマンションを買っ

て移住計画を進めたと。一番大事なのは、どこに勤めるか、どこに活躍の場を求められるかというところで、

しっかりと長崎で得意先社長、要は学校も含めて地域の方たちとのおつき合いで、その糸口を見出しながら、毎

年毎年、１０年間かけてその方にこういう子供たちのためにお役立ちしたい、用務員のおじさんとして勤めさせ

てほしいというようなお話を続けて言ったことによって、何とか採用内定しまして、何とおまけがついて、今年、

野球部が創部ということで、最高の人生を今歩んでおります。

●スポーツで子供にお手伝い

ということで、長崎国際大学、中身は簡単に御説明します。約２,０００名の学生で、ハウステンボスから２

０分という、まだ１５年しかたっていません。３学部４学科ということで、下に書いてあるのを読みますように、

地域から愛され、地域社会に貢献できる人材育成を目指すというところです。

●長崎国際大学
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野球場もできました。アーチェリーでは永峰さんという方がオリンピック選手としてこの長崎国際大学にいる

ということで、スポーツにも大変力を入れ、あと、文化ということではお茶ですね、茶道教育が必須科目になっ

ている。これもまた特徴のあるところかと思います。

今日の一番の自慢の写真がこれでございます。これからスタートする野球部のグラウンドができましたという

ところでございます。

そして、魅力は、この大学だけじゃなくて、実は大変地域に貢献していることをたくさんやられているグルー

プでございます。九州文化学園グループ、７０年という歴史なんですけれども、幼稚園、高校、それから歯科衛

生士から調理師、それからリハビリテーション病院から老人ホーム、ここまでのものがあるというところで、ま

だまだ活躍の場は、活躍って、私がお手伝いできる場はたくさんあるのかなと。
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こちらが何で長崎を選んだか。もちろん長崎支社長であり、九州統括本部長、これは通算、すいません、１３

年じゃなくて１１年でした。それからやっぱり長崎、九州大好き人間ということで、特に私、瀬戸物というか、

陶器が好きなので、有田とか波佐見とか伊万里が近いというのもありました。温泉も嬉野温泉があるということ。

それからやはり知っている方がたくさんいましたので、長崎への御恩返し。そして、先ほど長崎熟知という言葉

も書いてありますけれども、実はあまりよく、こちらのエリアはまだ未開エリアであったと。

先ほど言いました嫁さんとの距離。これが一番かと思います。たまに会うと、本当にお互い優しくできるとい

う、多分皆さんも御経験があるんじゃないかと思います。うちの家族、２泊３日以上一緒にいると結構息が詰

まってつろうございまして、イベント型家族と言われております。でも、陸続きなので、何かお互い困ったとき

は、嫁さんとは１時間４０分でほどよい距離かなと思います。

それから、早目の準備のコツ。すいません、ちょっと長くなって。まず、やはり思いを書きとめる。書くとい

うところですね。よく日経新聞の私の履歴書も、対処法を書かれたらいいよというお話は皆さん御存じかと思い

ます。

そして、志をまずぶらさない、揺らがさないようにと。

それから、有言実行。飲んだときはしょっちゅう言っておくということです。それから、キーマンの存在。こ

れを探すのが結構重要なポイントかと思います。

そして、家族にとってはやっぱり金銭的なもの、これをしっかり納得感、そして応援していただくということ

が大事かなと。

●長崎への恩返し

●セカンドキャリアのポイント

デュアルライフという言葉、今かなり有名な言葉になっていますけど、是非こういう心地よさを事前体験、要

は地方と都市、両またぎ、両方軸を置いていいという、これを是非事前にやられることがいいのかなと思います。

●デュアルライフのすすめ

それから、未知の世界に行くのは大変かもしれませんけど、また未知の方とのおつき合いができるという楽し

みも見つかる。そうしたら、広い中での交流ですね。地域は特にお年寄りが元気です。早く次の世代に移してあ

げなよと言うんですけど、なかなか移しません。でも、それが地方の活力になっているというのも知りました。

それから、昔の仲間と再び交流ということで、お帰りなさいと言われるこの言葉がとてもうれしゅうございま

した。東京の仲間もうらやましがるんですけど、なかなかそういう状況にはいられない。
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長崎、九州は本当に自慢話ができることが多いので、余計魅力を発信できると。あと、これが一番大事かもし

れません。車社会です。車がないと何もできません。ですから、こういう移住を考えるときは、遅くても免許を

取ったほうがいいかなと思います。最後に、まず生活する土地を大好きになる。金銭的不安をなくす。お手伝い、

お役立ちに徹することを喜びとする。そして、自分の地位や名誉を望まず、立ち位置を明確にする。常に社会地

域の一員であることを自覚する。最後の「こんなはずではなかった！」と絶対に言わない。これは元オリックス

の田口さんが言っている言葉で、この間お会いして聞いたんです。彼はやはり御夫婦でお互いに言わないという

約束をされたということです。あとはやはり感謝ですね。自分の人生は自分でつくるということです。これこそ

最後かなというところですが、１粒で２度おいしい人生を皆さん是非チャレンジしていただければと。グリコの

キャラメルは、おまけ（わくわく楽しいこと）がプラスでついてきますということですが、これで終わろうとし

たら、グリコの社員じゃないのと思われるので、もう１枚つけなさいということで、最後、こちらをつけさせて

いただきました。ということで、将来を担う子供たちの絶対にお役に立てるように、これからも活動して、キリ

ンと長崎国際大学としっかり活動して、二毛作をこれからも続けていただければと。乾杯したいなと思います。

御清聴ありがとうございました。

●人生二毛作
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